
                  福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取り組むための実施計画を作成し

ましたので、福井市学校版ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

                                                       平成２６年５月２０日 

 

                                           学校名     清水南小学校 

                                           校長氏名        笈田 正三   

 

１ 目標（学校の約束） 

 ①清水南地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水に努めます。 

 ③地域と連携し、リサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容 

  ①環境学習 

    ・清水南地区の自然環境についての学習会を実施します。 

 

 ②節電・節水の取組 

    ・各学級で環境に関する標語を作り、常に意識できるように掲示します。 

  ・手洗い場に節水を呼びかける「もったいないカルタ」を掲示します。 

    ・電気のスイッチの所に、「もったいないばあさん」のキャラクターを貼って、 

  節電を促します。 

 

 ④地域と連携して分別回収 

  ・アルミ缶や古紙の回収をＰＴＡや地域と連携して実施します。また、事前にゴ 

  ミの減量やリサイクルについて学びます。 

 

★ＥＳＤポイント 

   ③の資源回収では、地域の活動に進んで参加し、人とのつながりや進んで参加す 

る態度を育てます。 
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平成２７年１月２１日

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書

学校名 福井市清水南小学校

１ 今年度の目標（学校の約束）

①清水南地区の環境、地球環境について学習します。

②学校で節電・節水に努めます。

③地域と連携し、リサイクルに努めます。

２ 取組内容

①環境学習

６月１２日、清水南公民館に協力していただき、学校近くにあるビオトープで観察

会を行いました。自然観察指導員の矢村健一さんに来ていただいて、ビオトープの動

植物について教えていただきました。ガマやサンカクイなどの植物を見たり触ったり

して確かめたり、網で水中の生き物を捕まえたりしました。メダカやマツモムシ、ア

メンボなどたくさんの生き物を捕まえ、子ども達は歓声を上げていました。

清水南公民館に協力していただき、秋のビオトープで観察会を行いました。今回も

自然観察指導員の矢村健一さんに来ていただいて、説明をしていただきました。ガム

シとゲンゴロウの違い、メダカを上から見分ける方法や外来種についてなどためにな

るお話をいっぱいしていただきました。６月１２日の観察会とは様子がかなり変わっ

ていて、子ども達は驚きの声を上げていました。
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②節電・節水の取組

電気のスイッチの所や水道の蛇口の所に、「もったいないカルタ」や「もったいな

いばあさんのキャラクター」を掲示しました。毎日使うものなので、「節電や節水」

を意識して、大切に使う習慣を身につけてほしいものです。

＜もったいないばあさん

のキャラクター＞

＜水道の蛇口や電気のスイッチに

もったいないカルタをラミネートして掲示＞

学校全体としては、委員会活動を中心に

節電や節水、ものを大切にするなど、環境

について集会で呼びかけました。

それを受けて、それぞれの学級で自分

たちにできることを考え、実施しています。

＜委員会での取組＞

＜各学年で取り組むことを決めて掲示＞

学校だけでなく、家庭でも気をつけると

意識が高まると考え、短期間ですが実施し

てみました。

１週間の取組でしたが、お家の方の声か

けが励みとなり、がんばれたようです。

また、各家庭でも意識することができて

良かったというご意見をいただきました。

＜家庭での取組＞



- 3 -

③地域と連携して、資源回収

５月３１日（土）に１回目の資源回収がありました。高学年を中心に子どもたちも

新聞紙や雑誌、アルミ缶や段ボール、酒瓶やビール瓶など、大人たちと一緒に仕分け

しながら一生懸命手伝っていました。

１０月２５日（土）、２回目の資源回収がありました。

今回も、高学年の児童が

率先して働いていました。

荷物を積んだトラックが、

到着すると、みんなで手分け

して分別し、スムーズに作業

が進みました。

★ＥＳＤポイント

③の資源回収では、地域の活動に進んで参加することで、地域の人とのつながりを

感じ、協力することの大切さを身につけることができました。

【具体的効果】

３ ①地域の自然環境を学習することにより、自分たちの住んでいる地区に愛着を感

じ、自然環境を大切にしようとする意識が育ってきています。

見 ②みんなで声かけをしながら省エネに取り組む中で、ひとりひとりの意識が高ま

ってきています。

直 ③アルミ缶回収や資源回収が地域に定着し、協力体制が整ってきています。家庭

での取組を見て、児童の意識も育っています。

し

【改善点】

・無理のない取組を継続することで、習慣化していきたい。また、他にできるこ

とはないか、児童と話し合いながら、広げていきたい。

・学校での取組を今まで以上に地域に広めて、地域の環境に関する意識を高めて

いきたい。


